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�ところ 「三河湾リゾートリンクス」
西尾線「吉良吉田駅」下車

発行責任者 柳 進 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
の
突
破
口
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
。
保
育
の
分
野
を
も
う
け
を
生
み
だ
す
新
た
な

産
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
民
間
業
者
を
参
入
さ
せ
市

場
化
を
図
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

国
と
自
治
体
が
保
育
の
実
施
や
最
低
基
準
に
責
任
を

負
う
現
行
保
育
制
度
が
放
棄
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
本
位
の
保
育
か
ら
、
利
益
を
優
先
す
る

保
育
に
変
わ
れ
ば
、
誰
も
が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る

保
育
制
度
は
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

今
、
県
内
で
は
、
こ
れ
を
許
さ
ず
廃
案
に
さ
せ
よ

う
と
運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
保
育
職
場
で
は
、

２
月
１８
、
１９
日
と
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る
「
自
治
体

保
育
労
働
者
の
全
国
集
会
」
の
成
功
に
向
け
て
、
実

行
委
員
会
の
単
組
へ
の
オ
ル
グ
を
受
け
て
、
保
育
士

さ
ん
た
ち
へ
の
声
か
け
が
強
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

愛愛
知知
のの
保保
育育
士士
のの

力力
をを
発発
揮揮
しし
よよ
うう

１
月
１１
日
、
西
尾
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、
保
育
用
の
お

も
ち
ゃ
を
作
る
講
習
会
が
開
か

れ
、
集
ま
っ
た
保
育
士
さ
ん
に

対
し
て
「
自
治
体
保
育
労
働
者

の
全
国
集
会
」（
以
下
、
保
育

全
国
集
会
）
現
地
副
実
行
委
員

長
を
務
め
る
音
部
八
千
代
さ
ん

（
幸
田
町
職
労
）が
、
子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、

新
シ
ス
テ
ム
）
の
問
題
点
と
、

保
育
全
国
集
会
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

音
部
さ
ん
は
、
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
資
料
を
見
つ
め
る
参
加

者
に「
新
シ
ス
テ
ム
が
通
れ
ば
、

市
町
村
の
保
育
に
対
す
る
実
施

義
務
が
無
く
な
り
、
公
立
保
育

園
が
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
を
防
ぐ
に
は
、
保
育
全
国
集

会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
。
保
育
士
さ
ん
が
集
ま
っ
て

力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。
新
シ

ス
テ
ム
反
対
の
声
を
あ
げ
、
国

と
自
治
体
が
保
育
に
責
任
を
持

つ
現
行
制
度
を
維
持
さ
せ
、
子

ど
も
本
位
の
保
育
制
度
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

集集
会会
のの
成成
功功
をを

職職
場場
でで
、、
地地
域域
でで

１
月
２０
日
、
愛
知
県
本
部
で

行
わ
れ
た
保
育
全
国
集
会
実
行

委
員
会
に
集
ま
っ
た
保
育
士
の

方
た
ち
に
、
保
育
新
シ
ス
テ
ム

に
対
す
る
、
現
場
で
働
く
保
育

士
や
保
護
者
の
想
い
、
ま
た
保

育
全
国
集
会
に
向
け
た
と
り
く

み
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

高
島
拓
真
さ
ん
・
瀬
戸

「
自
分
と
し
て
は
自
治
体
で
働

く
保
育
士
と
し
て
誇
り
、
意
識

を
持
っ
て
や
っ
て
い
る
。
公
立

保
育
園
の
事
を
全
く
考
え
て
い

な
い
新
シ
ス
テ
ム
に
は
憤
り
を

感
じ
て
い
る
。
待
機
児
童
の
問

題
で
は
、
現
在
で
も
色
々
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
る
の
に
、
新
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
か
と
い
う
不
安
が
あ

る
。
新
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
一

番
激
し
い
た
た
か
い
の
中
、
愛

知
で
保
育
全
国
集
会
が
開
催
さ

れ
る
の
で
、
無
事
成
功
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」。

鶴
沢
光
年
さ
ん
・
名
古
屋

「
名
古
屋
の
と
り
く
み
と
し
て
、

月
に
１
回
地
区
で
集
ま
る
会
議

で
今
回
の
保
育
全
国
集
会
の
呼

び
か
け
を
し
て
い
る
。
効
率
、

利
益
優
先
の
も
う
け
主
義
の
新

シ
ス
テ
ム
に
は
反
対
。
子
ど
も

の
権
利
を
も
っ
と
大
事
に
し
て

欲
し
い
。
本
当
に
大
事
な
と
こ

ろ
に
は
、
人
と
お
金
を
し
っ
か

り
付
け
て
も
ら
い
た
い
」。

梅
木
泰
衣
さ
ん
・
幸
田
町

「
集
会
で
受
付
を
担
当
す
る

が
、
受
付
担
当
の
皆
さ
ん
が

色
々
な
意
見
を
出
し
て
く
れ

て
、
活
発
な
話
し
合
い
が
出
来

て
い
る
。
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
保
護
者
の
方
か
ら
も
、
不
満

の
声
が
上
が
っ
て
い
て
、
内
容

自
体
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い

う
話
も
聞
く
。
大
き
く
シ
ス
テ

ム
を
変
え
る
の
に
、
利
用
す
る

保
護
者
に
き
ち
ん
と
説
明
さ
れ

て
い
な
い
の
は
ど
う
な
ん
だ
と

思
う
」。

集集
会会
へへ
集集
めめ
よよ
うう

怒怒
りり
のの
パパ
ワワ
ーー
をを

福
祉
と
し
て
の
保
育
を
、
も

う
け
を
生
み
だ
す
新
た
な
産
業

に
し
よ
う
と
す
る
新
シ
ス
テ
ム

に
対
し
て
、
集
ま
っ
た
保
育
士

か
ら
は
次
々
に
怒
り
の
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
と

と
も
に
保
育
全
国
集
会
に
向
け

て
、
絶
対
に
成
功
さ
せ
る
ん
だ

と
い
う
強
い
意
志
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

職
場
か
ら
「
要
求
と
運
動
で

の
多
数
派
」
を
組
織
し
、
要
求

を
大
き
く
前
進
さ
せ
よ
う
と
、

１
月
１４
・
１５
日
、
千
葉
県
習
志

野
市
で
自
治
労
連
第
２４
回
組
織

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
２
０
０
名
以
上
が

参
加
し
、
新
規
採
用
職
員
が
入

る
春
の
組
織
拡
大
月
間
を
成
功

さ
せ
て
自
治
労
連
組
織
全
体
が

増
勢
に
転
じ
る
こ
と
を
、
す
べ

て
の
単
組
の
共
通
目
標
に
し
よ

う
と
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
西
尾
市
職
な
ど

６
本
の
実
践
報
告
が
お
こ
な
わ

れ
、
岡
山
の
臨
時
保
育
士
さ
ん

か
ら
は
、「
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
だ
か
ら
誇
り
を
持
っ
て
働
き

た
い
」と
、臨
時
保
育
士
全
員
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
処
遇

改
善
の
運
動
を
強
め
た
実
例
報

告
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
県
本
部
は
、
２
月
２５
・

２６
日
、
県
本
部
組
織
集
会
を
西

尾
市
吉
良
町
で
開
催
し
、
職
場

か
ら
の
運
動
強
化
と
、
組
織
増

勢
に
向
け
た
と
り
く
み
の
強
化

へ
話
し
合
い
を
す
す
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

要要
求
と
運
動動
で
の
多多
数数
派
を

自
治
労
連
第第
２２４４
回
組組
織織
集
会

増勢に転じ
強大な自治労連愛知をつくろう
１・２月期を非正規労働者の

加入拡大月間・「誇りと怒りの

大運動強化月間」とし、対話・

懇談会の開催をすべての単組、

職場で追求しましょう。

� 非正規労働者の日頃の悩み

や“つぶやき”を職場の世論に

するとりくみへ「誇りと怒り

大運動２年次リーフ」を積極

的に活用します。県本部関連

協の運動をさらに強めます。

� 県本部組織集会

２月２５�～２６�
西尾・三河湾リゾートリンクス

実行委員会で打ち合わせをする高島さん（中央）

県本部組織集会
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子ども
・子育

て

新シス
テムは

ノー

全国集会への参加を呼びかける音部さん
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１
月
２０
日
、
大
企
業
や
金
持

ち
優
遇
の
市
民
税
減
税
の
た
め

の
財
源
確
保
の
た
め
、
名
古
屋

版
「
事
業
仕
分
け
」
を
市
民
の

声
だ
と
し
て
、
住
民
犠
牲
を
推

し
す
す
め
る
河
村
名
古
屋
市
長

の
福
祉
切
り
捨
て
を
許
さ
ず
、

「
く
ら
し
と
福
祉
の
充
実
、
民

主
主
義
の
名
古
屋
を
」
１
・
２０

市
民
の
つ
ど
い
が
、
革
新
市
政

の
会
が
呼
び
か
け
た
実
行
委
員

会
主
催
で
開
か
れ
、
名
古
屋
市

公
会
堂
４
階
ホ
ー
ル
に
７
０
０

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

つ
ど
い
は
第
１
部
で
、
み
ん

な
の
願
い
大
集
合
と
し
て
、
各

団
体
・
分
野
か
ら
９
人
が
「
待

機
児
童
が
い
っ
ぱ
い
い
る
の
に

名
古
屋
市
は
２９
年
間
、
保
育
園

を
つ
く
っ
て
こ
な
か
っ
た
」「
野

外
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
ク
ラ
ブ

合
宿
や
、
新
入
生
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿
な
ど
に
利
用

し
て
い
る
。
民
間
施
設
に
な
れ

ば
利
用
料
が
高
く
な
り
、
親
の

経
済
的
負
担
は
大
変
」
な
ど
、

河
村
市
政
へ
の
怒
り
を
込
め
て

報
告
し
ま
し
た
。

ズ
バ
ッ
と
切
り
込
む
ミ
ニ
講

演
と
し
た
第
２
部
で
は
、
わ
し

の
恵
子
日
本
共
産
党
名
古
屋
市

議
団
長
、
井
内
尚
樹
名
城
大
学

教
授
、
税
理
士
の
富
田
偉
津
男

さ
ん
が
河
村
市
長
の
政
策
の
問

題
点
を
解
明
し
ま
し
た
。

わ
し
の
氏
は
、「
保
育
へ
の

企
業
参
入
を
は
じ
め
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
市
民
負
担
増
が
目
白

押
し
。
福
祉
・
防
災
最
優
先
の

市
政
実
現
に
全
力
を
あ
げ
る
」

と
決
意
。
井
内
氏
は
、
河
村
市

長
に
名
古
屋
の
未
来
は
託
せ
な

い
と
し
、「
市
発
注
の
官
公
需

を
地
元
中
小
企
業
に
し
て
こ
そ

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
」

と
強
調
。
富
田
氏
は
、「
税
金

は
応
能
負
担
が
原
則
。
所
得
再

配
分
は
福
祉
施
策
充
実
な
ど
弱

者
に
手
厚
く
す
べ
き
も
の
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。
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７００人が集まった市民のつどいであいさつする矢崎革新市政の会代表

第
１６
回
１
・
１７
震
災
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
１
月
１４
日
、
名
古
屋
国

際
会
議
場
で
開
か
れ
、
会
場
あ

ふ
れ
る
１
５
０
人
が
参
加
。
関

心
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

１
９
９
７
年
１
月
１７
日
に

「
阪
神
大
震
災
を
私
た
ち
の
街

で
繰
り
返
さ
な
い
市
民
集
会
」

の
開
催
に
始
ま
り
、
今
年
で
１６

回
目
と
な
る
こ
の
集
会
。
今
回

は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
は
じ

め
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
震
災
の

教
訓
に
学
び
、
想
定
さ
れ
る
津

波
の
大
き
さ
と
被
害
予
想
を
学

ん
で
必
要
な
対
策
を
考
え
よ
う

と
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
崎
浩
司
・
名
古
屋
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
准
教
授
の

「
３
連
動
地
震
か
ら
い
の
ち
を

守
る
た
め
に
」
と
題
す
る
講
演

を
受
け
た
あ
と
、
名
古
屋
市
消

防
局
や
港
職
労
か
ら
自
治
体
の

津
波
に
対
す
る
防
災
計
画
や
南

知
多
町
師
崎
の
住
民
自
治
会
の

避
難
訓
練
の
と
り
く
み
に
つ
い

て
学
び
、防
災
に
つ
い
て
考
え
、

深
め
合
い
ま
し
た
。

東東海海
東東南南海海
南南海海自自治治労労連連共共済済のの

火火災災共共済済はは安安いい！！
第
１６
回
１
・
１７
震
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

３
連
動
地
震
を
学
ぶ

１１口口（（耐耐火火）） 保保障障額額
２２．．５５円円／／月月でで最最高高１１００万万円円

津波のメカニズムについて学習

下下下下下下下下下下下請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業業・・・・・・・・・・・労労労労労労労労労労労働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働者者者者者者者者者者者にににににににににににににににににににににに還還還還還還還還還還還還還還還還還還還還還還元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
第３３回トヨタ総行動

・と き ２月１１日（土・祝）
・ところ 豊田市・白浜公園（矢作川河川敷）

※豊田スタジアム西側
・内 容
�早朝宣伝 １０：００～１１：００
名鉄豊田市駅／名古屋駅ミッドランド前／名古屋駅西口
ビックカメラ前

�中小企業アンケート １０：００～１１：００
豊田市内／安城市内／刈谷市内
�市民宣伝 １０：００～１１：００
白浜公園付近の住宅街でのビラ配布
�決起集会 １２：３０～
情勢報告／決意表明／集会決議採択
�デモ行進 ※決起集会終了後
白浜公園 → 豊田市駅 → 挙母神社

メッセージパネルをかかげて訴え

名
張
毒
ぶ
ど
う
酒
事
件
の
奥

西
勝
死
刑
囚
が
８６
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
１４
日
、
日
本
国
民
救

援
会
愛
知
県
本
部
な
ど
が
名
古

屋
市
中
区
栄
で
、
街
頭
宣
伝
を

お
こ
な
い
、
約
１
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
で
は
、「
私
を
助

け
て
く
だ
さ
い
。
無
実
の
罪
で

３５
の
時
に
囚
わ
れ
、
５１
年
間
死

刑
の
恐
怖
に
お
び
え
な
が
ら
裁

判
や
り
な
お
し
を
求
め
て
い
ま

す
」
な
ど
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
い
た
パ
ネ
ル
を
年
齢
と
同
じ

８６
枚
掲
げ
、「
名
古
屋
高
裁
は

再
審
を
開
始
せ
よ
」「
名
古
屋

高
検
は
異
議
申
し
立
て
を
取
り

下
げ
ろ
」と
、
声
を
張
り
上
げ
、

再
審
開
始
を
訴
え
ま
し
た
。

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

２
月
２９
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

１
０
３
８
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は「
フ
ユ
ジ
タ
ク
」で
し
た
。

４４
通
応
募
が
あ
り
４３
通
が
正
解

で
し
た
。

以
下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

送
り
ま
す
。

浅
野
み
よ
子（
名
古
屋
市
職
労
）

岡
島

宝
子（
半
田
市
職
）

加
藤

寿
子（
学
事
労
）

河
合
佐
代
子（
豊
橋
市
職
労
）

竹
安

誠（
岩
倉
市
職
）

中
橋
香
那
子（
春
日
井
市
職
労
）

林

昌
子（
豊
橋
市
職
労
）

藤
田

佳
代（
瀬
戸
市
職
労
）

松
井

芳
巳（
西
尾
市
職
）

山
下

孝
則（
名
古
屋
市
職
労
）

クク
イイ
ズズ
のの

カギを解き二重枠に入る文
字を並べてできる言葉は何で
しょう。
【タテのカギ】�超――でＴ
ＰＰ参加に反対 �大海見な
がら――を散歩 �顔○○が
悪いよ �ドアを――して入
る �――見舞い。――水泳
�宗派などの創始者 �――
の空似 �人気の○○。○○
はずれ 	○○輪もめ
【ヨコのカギ】�百貨店で―
―をする 
まわり道 �木
版、芋版などで刷った絵 �
飛車○○抜きで戦う �住宅
は買うより――の方が気楽
�○○をひそめる話 
出家
した女性 �カエルやクマは
――する

当当
選選
者者

������������
����������

��������

震震災災下下
ででもも

ボボロロもも
ううけけ

�
再
審
を
開
始
せ
よ
�と

名
張
毒
ぶ
ど
う
酒
事
件
・
宣
伝
行
動


